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Summary
Children in recent years are irregular eating habits in breakfast skipping a meal or an unbal-
anced diet, and have become a social problem.　The basic law on nutritional education was pro-
claimed in ２００５, the Sasebo food education promotion plan was drawn up also in Sasebo in ２００６, 
and it has striven for promotion of food education.　In this food education promotion plan, the 
questionnaire about food education was performed to the original investigation, and the progress 
which is a plan was checked.　Especially this report compared results of an investigation and a de-
sired value for the school age child.　As a result, there were many improving points as an effect of 
a food education promotion plan.　However, since a desired value has not been reached yet, the con-
tinued food education promotion is required.　And it was suggested to goal achievement that the 
influence of a home, educational facilities, and society is a theme.
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（ ９.１）４５（ ３.８）２１（ ５.５）２９週に２～３日食べない日がある
（ １.２）６（ １.８）１０（ ０.８）４週に４～５日食べない日がある
（ ２.０）１０（ ０.４）２（ ０.８）４全く食べない
（ ２.０）１０（ １.４）８（ １.３）７無回答
＊
（ ２.９）１４（ ４.５）２５（ ８.２）４３１②おはしの持ち方（図１）
（２５.５）１２６（３３.３）１８５（３７.５）１９７２
（ ９.９）４９（ ８.３）４６（ ８.６）４５３
（ ０.４）２（ ０.２）１（ ０.８）４４
（５２.０）２５７（４７.７）２６５（３１.６）１６６５
（ ２.２）１１（ ２.２）１２（ ５.７）３０６
（ ２.２）１１（ １.８）１０（ ５.５）２９７
（ ３.１）１５（ １.１）６（ １.０）５８




（ ６.１）３０（ １.３）７（ ２.７）１４していない




（ ８.１）４０（ ４.１）２３（ ６.９）３６しない




（ ６.７）３３（ ３.６）２０（ ３.６）１９午後９時～１０時台
（ ０.０）０（ ０.２）１（ ０.８）４午後１１時以降
（ ０.４）２（ ０.２）１（ ０.２）１食べない













































































































































































































を１g 以上摂取できる量に相当する魚約 ９０g 以
上の摂取が望ましいとしている１８）が、平成２１年
の国民健康・栄養調査において、魚介類の摂取
で９０g以上の摂取を達成できているのは、男性
の５０歳代以上に限られている３）。峯木らは、地
域別に魚介類が夕食の食卓に毎日上がる家庭
は、都市部や内陸部に比べて海岸部で高かった
としている１９）。佐世保市は海岸部に位置し、水
産業も行われている。魚の摂取について取り組
むことは、地産池消にもつながり、食文化継承
のためにも必要な食育活動であるとともに、魚
の適正摂取の習慣形成が期待できる。そのため
には、地元の食材を積極的に使用し、家庭での
食事だけでなく、学校給食や郷土料理に使うな
どの取り組みが必要である。食育推進計画で
は、地産地消により消費者と生産者の顔が見え
る関係を構築するなど、食の安全に対する信頼
を築く活動を行っている。今回の結果でも、魚
料理の摂取頻度は比較的高かったことから、地
産池消も含めた食育の効果が伺えた。
正しい箸の使い方や、「いただきます」・「ごち
そうさま」の挨拶をすることを心がけるなどの
食事のマナーについては、家庭と連携して指導
および支援を行い、保護者などが食育に参加す
る機会を設けるとともに、生活習慣病の予防や
歯と口の健康など、食に関する情報を提供する
ことは、家庭においても食育への関心を高め、
子どもだけでなく家族もともに望ましい食生活
の実践につながると考えられる。
一方で、塚原らは、家庭のみならず社会・環
境の影響を受けやすく、成長に伴い変化する子
どもたちに対して、社会的にも食意識・食行動
を健全なものとする取り組みをライフステージ
ごとに行う必要があるとしている２０）。本調査結
果でも朝食欠食者の割合や夕食の開始時間が遅
くなる者の割合、「食前食後の挨拶や食事の手
伝いをする」者の割合が、小学生は学年が上が
るごとに望ましい回答をするものが多く、良好
な食生活になっていると思われた。しかし、一
方で小学５年生に対して中学２年生では大きく
下回り、生活習慣の乱れが生じている傾向にあ
り、中学生になると望ましくない回答が増える
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傾向がみられた。この結果より、中学生は挨拶
や手伝いをしない者が増えており、精神的に自
律的要素が増す時期とかさなり２１）、さまざまな
影響をうけていることが考えられる。それぞれ
の学年にあわせた食育の対応の必要性が示唆さ
れた。
今回の調査結果では、食育推進計画の計画策
定時の状態よりも朝食欠食やおはしの持ち方に
おいて改善されている事項があり、食育推進の
取組の効果があったことを示した。しかしなが
ら、目標値にまだ達していないことから、今後
も継続していく必要があると思われる。第２次
計画においても、生活リズムの向上を目標と
し、「早寝・早起き・朝ごはん」を中心とした、
健全な生活リズムの向上に取り組むとしてい
る。食育は、教育機関での集団生活の中におけ
る取組とともに、家庭での一人ひとりの子ども
に合わせた支援が必要であることから、家や学
校等の子どもを取り巻く機関相互の連携や協力
により食育を推進していくことが重要であると
考えられる。
また、近年「孤食」が問題視されているが、
大人と一緒に食事をする子どもは、食事摂取・
健康状態・食意識・食態度・食知識によい影響
を及ぼしていることが明らかであり２２）、子ども
が大人と一緒に食事をとることの重要性を示し
ている。子どもの食習慣の改善には家族で取り
組む必要があるが、食育に関する活動の一端と
して、子どもへ食育推進から将来的には家族・
周囲の大人への広がりを見せれば、より効果的
な食育推進となり得ると考えられる。
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